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1？．挿圏 説 明

　 1． まへ が き

　 余 は舷數年來蝙蛎 の 吸蟲類 を研究 中，そ の 發育 史を 闡 明 せ ん と欲 し ， 宿主 の 食性 よ S） して

そ の 中聞宿主は昆蟲頚で あ らうと の 推測 の 下 に ，
カ ウ モ リ の 多蓬 す る 地 方 に 於 て 昆蟲 類 ， 殊 に

幼時 を水 中に過 す．所謂水棲昆蟲 に つ きそ の 幼生 及成・讐に つ い て 廣
’
く檢索申 ， 昨年 （1939）5 月

ピ ゲ ナ ガ ］・ピ ケ ラ 81細 p ε∬旃 6g ？
’1吻 8 ｝〜廓 MAcLA ⊂HI 、AX の 成軆 よ り一種 の 被嚢幼蟲 を發見

し ， そ の 形態 よ りして 本屬吸 蟲の 被嚢幼蟲で ある こ と を知 り， 動物試食實驗の 結果　跏 昴 o一

伽 面 槲 一 融 僻 雹 〔1
’
，t｝エAc ；url ， コ939）と推 定 す る こ と が 出來 た．更 に本年 （1舳 ）〕も研究 を繼

績 して 1 部發育皮 を明か に す る こ とが 出來たの で 此際
一應之 を報苦 し ， 倫研究を績 け て 崟發

育 史を追求 した レ・ と！凰ふ 。

　最 秘に水 棲昆蟲 を調査 した の は 栃木縣 栃木市附近で ある が ， 同地 附近 一
帶は 有名 な カ ウ モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か
りの 崑地 で あ り，以 前 よ り同地 産 の ア ブ ラ カ ウ モ リ，

キ ク ガ シ ラ カ ウ モ リ，コ キ ク ガ シ ラ カ ウ

モ リ
，

ヤ V カ ウ モ リ等に つ い て そ の 内部寄生 吸 蟲類を檢 索す る の 機 會 を得 て
， そ の 句れ もよ b

相常高峯の 寄生 を見 て 居 る の で 暈と して 同地 附近 の昆 蟲類を檢索す る こ と に した 。 調 査 を開

始 した の は咋年 4　J・jで カ ゲ ロ ウ ， ユ ス ヲ カ
， ト ビ ケ ラ

，
カ ハ ゲ ラ

， ト ン ボ類の 朋 化成贅 を先づ

檢索 した。

　2． 被嚢幼蟲

　 ユ ス リ カ ，フ タ バ カ ゲ ・ ウ よ りは 共に 少數 の 被嚢幼蝨 を得 たが 之等 は 何れ も形 態的 に本 騒

の それ と異 洗 且 個體數 も少 く， ため に動物試験 蓼行ふ まで に 至 らな か つ たが ， 前記 ヒ ゲ ナ ガ

1・ピ ケ ラ に於 て は寄生率頗る高 く， 殆 ど 100 ％ に本被嚢幼蟲 を見 ， そ の 個體 數 も亦頗 る 多 く

昨年 cs 月 19 日に於 ける 1例 に 見 る Lこ ， 任意 に取 つ た 1。1膿 の 宿主の 被嚢幼 蟲數 は 2？
，
34

，

27，，54，30，73，31
，
41

，
51

，
2S で あ つ て 卒均 40．1 と k つ て 居 る。叉 7 月 2 日の 同 様 10 ケ

315
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髏の ト け ラ に於 け る性別及醸 數 は 9G2，δ・6譚 壬3
， ♂鉱 韻 ・ 罕55 ，萪 δ42

， ♀56，

♀．32，　
−E−ZIS均 39 と な 揃 暢 台 と略同様で あ る．・iLU・・ee期 の もの も大 翫 じで あつ たが 蹴

は大部分の 宿 t“： よ 1）・ 60　t）
一
　P／上 もの 被嚢 鐓 一 た こ と も稀で な か つ た・被嚢 は何週蹴 鱒 磯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腔 pP 　LC在 つ て そ の 獅 の 組織 に 取卷か れ て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居 り， 個 々 に 離 脱 し難 い か ら擬 察に営つ

第　　1　　圏

　　　　　 羈 職 一
§
「

詫

凝　　　＿ ． 讐

鬆 ・

騰
一 迂

第　　 2　　鬪

纛
聯 懸　　

捧哉　　　
覇

て 稍不都合な點 もあつ たが ， 被嚢壁 の 周

9 に 透 明 7S結締組織 の 層 を有す る もの で

は ， 宿主 を ス ラ イ ドに挾ん で鏡下 に探索

す る際 に は ，
そ の 明瞭な撫 ［孃 iと共 rこ容

．＃r　tc被嚢幼 蟲 の 存在 を知 IJ）得 て 好 都合 で

あ る 。

　被嚢は略眼球形 を呈 し ， 大 さ卒 均 0．27

コnnlXO ．25　mm を測定 し， 皴 嚢璧 は薄 く，

幼吸 蟲は體 を縮め て そ の 中に あ り， 時 々

邏 動す る の が 明か に 認 あ られ る ．口 吸盤

は球 形若 し くは楕圓形で 徑　廴）樋 〜α 1〕茄

皿 1n
， 之 に續 い て 咽 頭あ り： 球 形で 徑 〔LO2

1mn あ り， 食道 は明瞭に存 し ，　O．02　nnn の

長 さを有 し，2 分 して 左右 の 腸管と な る c．

腸 管は甚だ 短 く棍棒歌 を呈 し 〔1．幅 mm の

長 さ と e．02・・nni の 幅 員 とを有づ
一
る に 過

ぎな い 。腹 吸盤 は略 ｛1．04mm ）く0・｛〕5　nlm

あ t］　，左右 睾丸は略對 稱の 位置 を 占め て

兩軆側 に在 り ， 夫 k 腸管末端 に 相接 し ， 排

泄 嚢主管 の 司ミ端部 に 位 置 して ゐ る。右睾

丸 は略球形 で O．05i　inmXU ，i，・1　r・ m
， 左 1． lt

：丸は評省ノ∫・ さ く，   ．04mm × O．f．，3　mm を量貝［J

定す る 。 陰莖嚢 原基は腹 吸 盤 の 直前 ， 腸分

岐點 の 直後に 在 つ て横 に 仲 び ，
D．勝 mm

× O、03　mm を算 す る。卵 集原基 は腹吸盤

の 後方 に 接 し ， 不 正 楕鬩形で 1⊃．OLP　X 　D．bl

mm あ り ， 卵黄膜 ば兩睾丸の 前方 ， 咽頭

の 融 防 畍 布する も未だ發航 分で な い 誹 醸 は動 て 明瞭で 髓 の 後牛部 を占め・V 宇

形 で 左右 主管は頗 る長 大に ，0．12111m の 長 さ と 〔｝．U6　］nln の 幅 員と を有 し ， 濃黒色 D 比 較 的大

形の 顆粒を充滿レ 明覗野で は黒 く， 暗rR野で 繭 く見 え る。此排泄 嚢は さ きに IZtlべ た被嚢周

園 の 透 明 な 筋肉 の 薄暦 と共 に，鏡下 に 於 て 被嚢 を探索す るに甚 だ 好都合で あ る。

　3． 動 物試貪實驗

此 の ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ を白鼠 ハ ツ カ ネ ズ ミ 及 ア ブ 効 ウ モ リ に試食實驗 を行 つ て 見 る に 1
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白鼠に於 て は 陰性に 経つ たが ハ ツ カ ネ ズ ミ 及 ア プ ラ カ ウ モ リで は何れ も或程度の 發育 をな し ，

前記の 如 く本種が 五 mlatu ”1・に 發育 する こ と は 略疑ひ を容れ な い が ， 此 前後の 多數の 實駿が

大 部分 陰性 に絡つ て 居 り， 燧 に完全 な成蟲 を得 るに 至 つ て 居な い ため 種 の 決 定 は暫 く留保 し

なけれ ばな らな い 。之は試驗動物が 何れ も岡有の 絡結宿主で なか つ た た あで もあ ら うが ， 毛一

つ 之 に つ い て は後 に蓮 ぶる如 く本年 に至 つ て そ の 理 由の 一つ と思 はれ る 重要 な事 實を明か iC

す る こ とが 出來た。

　 最初の 寶験は昨年 5 月に行 つ た も の で ， 5 月 25−

26 日 に 4 頭 の ヒ ゲ ナ ガ 1・ピ ケ ラ の 成體 を ハ ツ カ ネ

ズ ミ に與 へ た もの を r） 月 30 日 に 剖檢す る に 第 3

鬪 tC示すや う に ，相 常に 發育 した 偶體 十 數個 を 得

た e 蟲體は 略王楕瞳1形 で あるが 生存 時に は伸縮著

し く， 測定 し難 い 。今 そ の
一つ を ス ラ イ ド に載せ蓋

硝子 を以 て 輕 く壓 した もの を 測露する に 次 の 樣で

あ る。髄長 L）．52
， 幾幅最 大部 に 於 て 1）．幻 mm 。口 吸

盤 ぽ讐 の 前端下面 に あ つ て 球 形 を呈 し ， 徑 O．07mm

を算 す、之 に 蘰 い て 短 い 前 咽頭 が あ り，咽頭 ぽ 口 吸

盤の 直後に仕 し r 球 形で o．肥 mm を測定す る。食

逋は稍長 く O．U6 　mm あ り，
2 分 して 左右 の 腸管 と

な る
。 湯管は嚢歌 で 短 く，長 さ il｝．ユ3　mm 幅 0．03

mm に 邏iす る
。 腹 吸盤 は

・
軆の 中央稍商住方 、こ位置 し ，

圓形で U ．｛．臨 1二肌 顰 丸は膿 の 略 申央に 於 て 雨體 黜 こ

在 り， 腸管の 外後方 ，誹泄嚢主管の 前方に 位置 して

左右略 球形て
・
あ る 。右 睾丸 は痙 〔1，U7　mm の 蕩ll完 を

宗 し ， 左睾丸 は 右睾 丸 よ り も稍 ノJxき く， t｝那 mm 　O

襖 を有す る 。陰蕈嚢は體 の 中央稍前方 ．こ在 り，邯 ち　　　　　 第 　
3
　 圓

暘分腸點 z）後方 1 左右 亶看翠丸の 聞に 端 つ て 一
部 分 腹吸盤 と霊 な る 。楕圓形 で 少 し く傾 き ，

O．06

11im × Ll，1　n 二1コ1 の 六 さ あ り， 内 に 迂 曲せ る貯精 嚢を容れ ， そ の 開 口部 は陰莖嚢の 稍前方 に 於 て

生殖 贈 舶 こ1｝鼠 。生殖 腟は 内面 に 明瞭な 刺棘 を妻iへ
， そ の 開 口 部は 左前方 に 在 る。卵巣は腹 吸

盤 の 右後 方に接 して 位置 し， 不正 楕圓形で 長軸 を略前後｝こ挺た へ
， O．し）6　）．n ］n × O．05　mm の 大 さ

が あ る 。輸夘菅ぽ 左fP．1よ り發 し ， 子宮 は未 だ發 育充 分で な く， 腹吸 盤 の 後方 よ り左側 を迂 曲 し

つ ・ 前進 しr 雄性生 E「1　llに隣接の 開に部 に よ つ て 生殖腔 に開 く，卵黄腺 は睾丸 の 前方 ， 左右腸

管 の 外方及 前方 に 接 して 分布 す る も發育 充分で た く， 成醫 に於 け る樣 た 騨 曠な房itlこtrt見 られ

な い ．

排 泄懃 ま豊 の 後方 3 分 の 1 餘を ・彑め謬 字形の 兩主管は膨大で長 さ 〔｝22 加 n 諞 o．。7mm

に逹 し ， 顆粒 は消 失 して 居 る が 徇成體 に 於 け る よ りも濃 く， 明瞭 に糊 察 さ航 る 。

　さ て こ 鹿 と略前後 して 試驗 した ハ ツ カ ネ ズ ミ 及 び ア ブ ラ カ ウ モ P よ り得 た結 果 に よる と蟲

髏 は第 4 圓 に示 す や う に體 の 後部 萎縮 した様 た標 晶 ユ0 個 内外 を得た の み で あ る。鬪は試驗 後
5 日 買の もの で あ るが 更 に 日數 を重 ね た もの も殆 ど發育 を認 め られす ，次第 に後部 の 萎縮从態
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の 進行 する さ へ 見 られた 。 卿 ち 5 月 25 日か ら 31 日 まで の 1調 に 23 頭毎 日 4 頭 の ヒ ゲ ナ

ガ ト ビ ケ ラ を與 へ た ア プ ラ カ ウ モ リが 6 月 4 日に 死 んだ の で 翌 rコ 日剖檢す る に 366 個 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　蟲體 を得 た。之等 は何れ も略 同程度の 發育で 稍古 い と

　 　　思ふ もの 程萎縮 の 程度 が 大 き い 樣た見 え た。之は後に

　 　　述 べ る樣 に被嚢幼蟲 の 若い た め と
， 試験動物が 固有 の

　 　　宿主で な い た めで あ ら うと思はれ る 。 そ の 後數 十 囘に

　 　　亙 る白鼠 ， ハ ツ カ ネズ ミ 及 ア ブ ラ カ ウ モ リ に 於 け る試

　 　　驗の 結果は何れ も陰性で 逾 に成熟蟲 を得 る に 至 らな か

　 　　つ た，

　 　　　4． 宿主幼 生體 内の 幼 覈蟲

　 　　　更 に本年 ぱ 3 月下 旬 よ り同地 に赴き附近 を流 る s 河

　 　　水 中 に ト ビ ケ ラ を初 め昏種水棲昆蟲 の 幼蟲 を探 し ，
叉

　 　　共を探集剖檢 し， 以後引續 き毎 日 3−；5 囘 の 採集 を試み ，

　 　　主 と して
’
t ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ の 幼 蟲 を探 し ， 且 叉 羽化 せ

　 　　る もの に 注意す る こ と に したが ，4 月に 入 つ て 栃木市

　 　　中を流 るる 巴波 川に 於て ヒ ゲ ナ ガ ト ど ケ ラ の 幼 蟲 を探

　 　　集す る こ と を得た。之 を轂室に 持ち麟 り鏡下 に 檢 した

　 　　が被嚢幼蟲ぱ全 然見 られ な か つ た 。 しか し詳細 に概 察

　　　　　　　　　　　　　　　　　の 結果 1種 の 幼 吸蟲 の 鷁 腔液内を這 行 して 居 る の を認

　 　 　 　 　 第 　　4　　圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　め る こ と が 出來 た。更 に 其髏制 を檢 して 前記 の 被嚢幼

　　　　　　　　　　　　　　　　　蟲に 酷似す る こ と を認 めた。該幼吸 蟲 は 茜 だ多鐵に 寄

　　　　　　　　　　　　　　　　　生 す る も蟲軆頗 る小 さ く且透 明 で ある の と ， 宿主 の 濃

　　 　　　黒褐色に 妨げ られ て 親 察 しに くい 。跳幼吸蟲 は儀腔内

　　 　　　に遊 離 して 居 る の で 宿主 を縦 に 裂 き之 を時 計 皿 に 採

　　 　　　り， 食鹽水 で よ く洗滌 して 其淺液 を檢すれ ば 夥 しく多

　　 　　　數の 蟲 を採集 す る こ とが 出來 る、

　　 　　　　　　　　　　　　　 幼吸 蟲 は頗 る 活農 に 運動 して

第 5 圖

／爭＼、

溶
ψ

體 を著 しく伸長牧 縮 して 尺取 蟲

羝 の 邏動 を し、薄 に 吸 着を離 れ

て 體 を左右 に は げ し く屈曲 して

あ ばれ ま わ る D

一溝 の 中性紅 溶

液 を混 じ水が 僅か に 紅．色を呈 す

る 程度に して 十 數分 を経過す る

と蟲 は大 部分弱 つ て 逗 動著 し く

不 活髏 に な る 故 ， 此 時 ビ ペ ツ 1・

で 取 出 しス ラ イ ド上 1こ檢す る に

消化器 に 濃紅色 に よ く染色さ れ

て 窪瞭に槻 察され ， 左右 睾丸 も
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L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　己 卿 1嘘 砂 翻 1璃 吸 蟲 の 1 種 の 發 育 史 　 　 　 　 　 　
Blc」

　E

　　　　　　嚇 囃 め る 翻 が 蘇 る赫 隙 手馳 雌 随 殖襌 は囎 懺 で 融 す るに 騰 で あ る・縮

　　
’

　 主 よ 鴫 砕 拗 癩 の 數 1瀬 る多

广
く・・齣 51 ・1肋 候1嗷 一 髄 もの rS

’
は 1呂゚ ・ 35° 駅

　　　　　　．あつ た。 こ れ等幼隈蟲 は大 さ 庭著 しい 變異が あ 砂
， 大 な る は驪長 ．U：46　mm ，難幅 0．3　mxn 位

　　　　　・ ・
囃 す る もの か ら・小 は て・2 舳 騨 繭 興 藩騨 あ る・

’
第 5・陣 はキ暾 。吠 脚 もρで 體

　　　　　　・長
．
陣 画 鴉幅 ・・3mm ， ・ 吸盤 … 7x … 6．mp ）1，　fifA吸盤 ゜・°5　mm ， 咽頭 ゜・02 ・・叫 食iE　O・C｝8

　tt

　　　　　　 mm ， 腸管 0，08xO ．03　m ・n 右 睾丸 曜 x 〔｝．03 ・・嶋 ノ己睾メ』 0・014　x 　O・027　gpnm で ある 。
’
，

　　　　　　　 第 鏑 B ほ發育 駮 の もの で 鸚 1臨 な者｝c 似 て 居 るが膿長 lc比 レて 轡 鬲小に ， 鰯 鵬 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

　　　　　　穿刺棘の 殘 瞳 詔め る こ と が 出來る 、
こ の 幼若蟲磯 制は之 に 卿 本種 の セ ・ ・ 抑 ア の 體 制

　　　　　
／

を推知 し得 べ く∫特 に 穿刺棘 の 形歌及び 大 さ は 此 黜 に ．關 し重 要な役割をな す もの
”’
と して 太禦

　
”．
　　　　 で あ る。本種に 見 ら る N もの で 峰 形 ペ ン 先歌 を 呈 し，長 さ 0。02 皿 m

， 幅 〔LOσ3　mnf を測定す　　　　
’

　　　　　　　る。之 に よ q晢 レ カ リ ア は宿主昆 蟲 の 外表 よ わ 侵 入す る もの と思 はれ る。 しか も各發 育段階

　　　 ’　 ・の 幼若蟲が 見 られ る こ と 及 び 極 め て 多數寄生 して 居 る こ と か ら ， そ の 侵入 は に 長期 に 亙 り
1
隨 ．

　　　　　　 塒 …行 はれ る もの で あ らう と思 はれ る 。　　　 』　　
』
』　

・
．

　　　　　　　 5． 被嚢形成期　　　』　　　　　　
〆 一

　　　　　　　泣 か か る軅 力鞁 嚢 を形 成銘 の 1課 して 何 1凝 あ る か は 興 聯 る 1司題で あ るが 宿主幼

　　　　　、 蟲 時代 に は絶饗 に被 嚢は彬戍 され な い
． 宿 主たる ヒ ゲ ナ 恥 ピ ケ ラめ 蛹 化 と プ胞 被嚢は形成

　　　　　　　され る の で ；ヒ

『
ゲ ナ ガ ．5 ・

ど 疲 械 劔 槻 察で は闘
・

晦 か ら ・2P ］まで の 問不定 期 曙 續 的 に

　　　　　　蛹 化 レ 郡 する も演 あ 鱗
・稿 一醐 磯 顧 も多 く鰹 に は嫩 白勺少 く脚 朋 鰤

　　　　　　 次 塘加 する 様で あ る 6 而 しで奈 は 12 月 ユ 2唱 に 成膿 及蛹 を採集して ゐ る カ
｝
ら 12 月 に入 つ て

　　　　　　　も羽化 し得 る もの な る こ と を確め 得 た。此種 の ト ビ ケ ラ は幼 蟲時代に は鞘 を有せ す ，清流 の 岩

　　　　　　　や礫 の 下側 に附着 し這行 して 居 1）　．， 時 々 そ の 分 泌す る 絹絲で 讎か に 小 さ な礫 を集 め て 粗末 な

　　　　　　　勲 制 そ 餌 ・に 居 る ・ と もあ、る 。巣は鋤 て f解 で 小石硼 競 蟲黌 は見え 謀 暢 畷
』

、

　　　　　　　れ て 蟲は 這幅 す の で あ るが 源 イ匕跣 だ つ て は川 底礁 石 ，木 ナ影調 齢
・瓦 の 破 片等の 下 働

　　　　　　．tc砂利 を集 め て 丈夫な巣 を作 つ て 其 中に 納 髪 り
， 内面 ぼ絹絲 を 分泌 して 滑 か に 且頗 る丈 夫 に

　　　　　　 ．作 りそ して 蛹化ナる ∴蛹化ボ完成 し朋 化 す る まで の 目數 は 季篩に よ亘 瞽 し く異 な るが 夏季で 、

　　　　　　 fiも少 くも7 口位 は要 す るや うで あ り
， 温度の 畿 F と共 に 蛹化 に要す る 日數 は著し く長 くなつ て

1 　 　 冬季 に は蛹の 軈 で越年 す る もの 囎 ｝羸 る ・ 多蜘 磯 ・ つ き積 覇 甬擁 度唖 魄 概 　 tt

　　　　　　、す る に 蛹化 が 相當に進 み 1翅 と な る べ き郡 分が か な り伸び て か ら もまだ被嚢 は形 成され な い
。

　　
’』
　　　 麺の 形が 殆 ど嚶 ひ ， しか も未 だ 永分 を多 く含ん で 融い 頃か ら被嚢形戚 ぽ開始 され る 。 翅 の 完成

　　　　　　　す る頃 に ほ被嚢 も完成 し ，
・乏の 聞 に種 た の 過程が 見 られ る b 成蟲が朋 化 して 爵 る 匠は 巣の 一端

　　　　・ 綴 つ て 瀞 出 して 水敵 浮ぴ 鵬 の であ る が ， 水 剛 咄 た蟲 酬 を 鵬 て 速か 画 か しで

　　　　　　　不 規則な曲線運動 を しつ
鬢矢 の 樣 に 永両を走 り

，ど ん な 急流 に ら押 し流 さる L こ とな く醗 く間
’

’

　 網 概 の 篇 又 は川岸嘩 して 泳 這 吐 る。鞴 色の 翅 朗 翻 1に 馳 嘆 ？ て 來 る。．岸

　　　　　　　に 上つ た蟲はそ の まま しば ら く艀正の 後やが て 徐う に 護 岸 の 石垣 φ闇 な ど に 入 つ て 潜居 し，

　　．．　
．
翅 の 丈夫 に な る の を待 ち注 腋 躑 と乘 じて 鮮近 の 樹木や 板塀等に 移 り・ そ こで 休 ん で 居 る 　 s

　　　　　　　の で吾 乏が 探集す るも4）1ま多 くは斯樣に して M 化 した直後 の もめで ，
屡 き に試食 實驗 の 結 果

　　　　　　　陰 幽 囃 つ た もの 瞰 嚢幼蟲が 未だ 充分 に 熟 さ ぬ た φで あ ら う と思 は れ る ・故 に ト 助 ラ を

　　　　　　　罐 鰤 齟 數 を齢 し醸 幼蹴 し銃 分 發離 ゆ
て 後・聡 餅 し胱 こ とが 日

：卿 ば ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／．　　　　　　　
．
　　 黄

・，　　〆
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上 の 問題 は解決 され るで あ ら うe しか し鍾 々 苦 心 して 見たが ヒ ゲ ナ ガ 1・ヒ グ ラ を 3 日以上 飼

育す る こ とは 不可能 で あつ た。殊 に 暑 さが 増すに つ れ て 飼 育は い よ い よ困難 と なるの で 5 月　t

の 實験で 僅か に 感染 し， そ の 後全 く不成功 に 絡つ て ゐ る の は以 上の 理 由か ち と 思 はれ る 。依 つ

て 本年は 4 月下旬以 來成蟲 を綵集 ，：實驗 を繰返 さ う と したが不幸 G 月に 至 る も採集 し得 す，

しか も笄年多歟探集 した 鼇 黜 に 於て さ へ 全 く見出 し得 なか つ た。而 も河水 巾で は蛹 化す る も

の が 多數 に 見 られ る。故 に本年 は主 と して 昆蟲幼生 中の 幼吸 蟲 の 研 究及被嚢形成期 の 觀 察等

に つ とめ ，更に 明年
」
を期す る こ と と し，

7 月以 降は 方面 を變 へ 山梨縣大 月附近 の 桂川 に 採集 を

試み たが 洞 川 こ も多數の 水 棲圭灘 に 混 つ て 極 ぬ て 多數の ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ の 幼蟲 を見た の

み で な く， 羽化 愛盤 も少數 なが ら採集 す る こ とが 出來 た。しか し同地 方 の もの に は寄 生 極 め て
1

少 く， 多 くの 宿主 に於 て 樊 か に 1− 2 個の 被嚢幼蟲 を 認 め得 る に過 ぎす，全然寄 生せ ぬ もの も

多 く寄生 率は大體 50
曽

illO ％ で あつ た。之 等 を白鼠 ハ ツ カ ネ ズ ミ 等に 試験 したが 全 く陰性
’
に 絡つ た．

　 更 に S
，

り
，
1〔〕 月 と同地 に 於 て 槻 察 を績 けたが 91 萋以 後は漸次 寄生率増大 し ， 殆 ど 10〔1 ％

の 宿主 に 見 られ る樣に なつ たが 被嚢數は依然 と して 少 く，
3〜d 悃位 の もの が 多 く，

11〕個以 上

の もの は術甚 だ 稀で あ つ た 。 此等の 事 實は セ ル カ リ ア の 感染並 に 發育 に 密接 の 嬲係が あ る べ

く， 之 に よ IJ第一中聞宿主發 見に 或麺の 示 唆 を與ふ る もの と思 は れ る．

　 術大 月産 カ バ ザ ラ の 1 種に も本種 の 被嚢幼蟲 を發 見 したが寄 生率は非常 に 少 く， 動物試験

を行 A・まで に 至 つ て ゐ な い 。
一方 同 地産 の ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ に は 本被嚢幼蟲 に混 ＃ して 他 の

一種の 被嚢幼蟲 の 寄 生 して 居 る こ と を知 り，そ の 形態 を研究す る と共 に 動物言鵡僉を行ひ ， 該被

嚢幼 蟲 は ノギ叩 1解 船 鵬 の 1種 に發育 す る こ E を知 け得 た。 こ れ に つ い て は別 に 報昔づ
”
る こ と

1 す る。

　 6． 第一中距宿主の 考察

　余 は更 に第
一中聞宿主 を發見す べ く前記兩地方に 産 する 貝 類を 阻來 るだ け多 く探集 し剖檢

したが 未だ それ ら しい もの を發見 しな い 。爾河川 と も普通 に 塵す る卷貝は カ ー ・・S ナ 及び モ ノ

ア ラ ガ ヒ で ，其他 に タ ：＝シ を見 出す以 外 に は特別 の 貝 を發 見 し得 す ， 殊 に栃木 の 巴波川 に ほ カ

バ ニナ を饒産 し，モ ノ ア ラ ガ ヒ も楕欝に 多産す るが前者 よ り も篁か に e 種 の セ ル カ リ ア を發

見 した に遏 ぎす ， しか も寄生率 は甚 だ 低まで 僅 か に 29 ； 位に 過 ぎな い 。此 の 中の 1 種 iま大

月産 の もの と共逸 で あ る が 形態よ りして 本 蟲で な い こ と は容易に 知 る こ と が 出來 る 。栃木 産

ヒ ゲ ナ ガ ］・ピ ケ ラ の 幼蟲 に は 1Li　IL） ％ 1こ糎 め て 多數 の 幼吸蟲の 寄 生 を見 る點 よ りすれ ば搾 當

豐富 な セ ル カ リ ア を 必要 と すべ く，豫想 され る 第 一申閏宿主 の 寄 生率 は 枦 當 高度 の もの に

楕 違 ない 。しか も同川 に 夥 しき前記の 卷 貝類を見出 し得 な い 點 よ り考ふ れば ， 第 一中間宿主 は

同川に棲息 せ す ， 附近の 水 昼恨 は共闇 を流 るる溝渠中 1匸棲み
，
そ れ よ り游 出 した 七 ル カ リ ア が

本川 に 注 ぐ水 と共 に邏 ば恥 て 來て 該 ト ビ ケ ラ幼生 に 寄 生す る の で は た か ら うか d 併 しなが ら

栃木市附近 の フ1．く田及溝渠中に 極 め て 普通 に しか も多扉す る 貝 1よ矢張 リ カ バ 昌づ
噛
及 モ ノ ア ラ ガ

ピ で あ つ て ， 今 日ま で の と こ ろ 特 別 な 貝 を發 見せ す 且同 地 附 近一
帯は二 毛作 を行 ふ た め 秋 か

ら冬 の 聞，春 の 植付頃 まで は水 1ユ．1は乾燥 し溝渠の 水 も甚 だ 少 くな り， 貝 類の 棲息 1こ は不遍 當 と

なる ，11Ll の 採集で ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ 幼 生中の 哲llの 幼吸蟲 は 著 しく減 じて 居 る が 此 黔 と句等

か の 關 聯を持 つ の で は なか らうか
e
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五副 肋 面 語 畑 π 屬吸蟲 の 1 種の 發育 史 s，Ltl

　 7． 演 　 　體

　本種 の 成 讐 と 考 へ ら る る

Lecithot，｛enr ：’ri’reo）t ρ置 ゴ〜‘渦 　ほ キ ク

ガ シ ラ カ ウ モ リ π励 ！θlr跡 躑 ．緬
・一

ザし・恥 鯉 厭 暇 ，Pり脚 昌 こ 普逓 IC寄

す生 る もの で ，余 は茨城 ， 栃木 ，

醸 高嵜縣下 で 得た キ ク ガ シ ラ カ

ウ モ リの 雫均糺 30 ％ に 本 蟲 を

見 出 して ゐ る．

　蟲蹙 は稍 楕隲形又 は 西言羊梨欺

を 呈 し ， 前 蠏狭 小 し後 端は 鈍 圓

に 絡つ て ゐ る 。魑1示 した 1 例 に

つ い て そ の 測定 を示 せ ば 體長 ユ．2

mm ，豐 堪 0．67　mln あ り ， 口 吸

盤 は蠱 の 前端下 面 に あ つ て 略

球 形 を 呈 し ， 徑 じr．11mm 　あ り
，

之 に 禎 い て 咽 頭 あ IJ
， 徑 0．05

nm1 。食遒 ば長 く 0．17　mm に 逹

す る。腸管 ：ま短 ブくで u．LtS　nz ］ii の

長 さ と し眠 〕mm の 幅 員 と を 有 す

る ．腹 吸盤 は體長 の 3分 の ／ の 附

近 に あ り， 球 形稍横 に 仲び て 徑

り．〔｝llmm を測 S
’
Eす る。豊 丸は體の

前牛の 後部 を 占め ， 略奨構 の 位

　巴 波川水面上 は春か ら 秋 に 至 る ま で の 間無數 の ア プ ラ カ ウ モ リが 飛翔 して 居 り，從つ て 河

面 に 落す カ ウ モ V の 糞 も多 い こ と 勿論で ， 吸 蟲 の 卵 の 多數が 河水 中に 散布 さ れ る譯で あ るが ．

余 の 調 査 の 結祟で は ア ブ ラ カ ウ モ リ に は 本種 の 寄生 を見す ， 本 吸蟲 まキ ク ガ シ ラ カ ウ モ リに

特有の や う で あ るか ら， 本種 の 第
一中間宿主 は 市街地 な ら諏 近郊叉 は遙 R 上流地 方 の キ ク ガ

シ ラ カ ウ モ リの 棲息飛翔 し廻 る 附近 に産す る貝類で ，そ の 塒出 セ ル カ リ ア が 比 較的 急 な同河

水 に よ つ て 運ば れ て 來 て 感染 する の で は な か ら うか 。現 ℃ 余 は同河川 の 上流地 方で あ る同縣

下都賀郡寺尾村出流の 洞窟内で 探取 した キ ク ガ シ ラ カ ウ モ リ の 約 40 ％ に 本蟲の 寄生 を見て

ゐ る 。之等 に つ い て は 今後の 調

査 に 待つ こ と と す る．　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

t

O

u

第 　　　6　　 圖

　

　

丁

鐸

茸
ド

置 に 於 て 雨體側に あ り洪 聞 に 腹吸 盤 を抱 く。右 睾丸 は稍楕圓形 で そ の 長軸 1ま八 卒 に近 く   ．蕗

mmx （125 　mm あ 1），左睾丸 は略 球形 で 徑 〔122mm に 及 び ，陰莖嚢 は腸 分 岐點 の 後方 ，腹吸

盤 の 前方 ic　A 　IJi，後者 と 一
部分桐重 な る。内に 迂曲せ る貯精嚢 を納 め攝護腺細 胞は よ く發逹

し て ゐ る 。卵剿 ま膿 の 中央 叉 は そ の 稍前方 に 君 り， 球 形 で 徑 O．IS一侃 り mm を測定す る ， 輪卵管

は 左後方よ り發 し， 受韈 を合せ
，卵黄輸管 を受けた後 ，卵形成腔 と な り次 い で 子官 と な る。子
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宮 は檀 の 農牛 を著 し く迂 曲した 後卵棄 の 右側 に 滑 うて 上昇 し r 腹 吸盤 の 右 側 を進 ん で貯稽 嚢

開 口部 に 接 して 共 に 齲 驪 1〔入る。生殖 腔勾に は多數の 刺棘 を生 じて 居 り・ 癖1棘 は 9・〜聾 の

長 さを有 し，共數は ，5ト G〔｝に 及 んで ゐ る。生殖 口 は左後 ヵに 見 られ る c
ラ ウ レ ル 氏管は 受精 嚢

の 基部 に 遶い
一側 よ り出て Z調 1こ 向ひ 略 同高に於 て 背側 tc・BMaて ゐ る。卵黄腺は 睾丸砺 防 ，

兩腸管の 側方 に位置 し，

一部分相重 なつ て ゐ る。 十 數 阿の 小 泡 よ り成 り， 小 胞は 略　t：，．Olx

・O．c〕3　mnl の 大 さ を有す る。卵黄楡 管は内後方 tC進み卵 巣の 左側 に 於て 相合 し， 子宮 基部 に 開

冂 す る。卵は楕 鬩形 で
’O．03− 9．033x 〔田 15〜〔）．017　mm あ り， 仔蟲 は 軽に 完成 し て ゐ る 。排 泄

嚢は軆 の 後牛 を占め V 宇状を呈 す る膨大 な管で 長 さ O，r）4　mm ，幅 O．IG　 n
’
nn あ り， 前方は睾

丸域 と相接 して ゐ る。

　 8． 論　 　議

　本種 は 1939 年山 ロ 左｛r陣寧士に よ り　洳 煎 加 ＃5鵬 nt・f［tMl／l と して 發i麦され た もの で あ る

・
が 余 は 之 を ゐ齬 ぬ りd召1’r観 〜↓η 7 驕 に編 入 した い と 思ふ 。

　屬 L ，齢 、廂 肅 。，璃 ま 1s96 年に エ。。耐 こ よ つ て ゴ轍 された もの で 彼は 蝉 ，9 年に 矚楓 艶
』

・一部改 め，模式麺 と して （t｛・（麟 ・x を採擇 した 。然 る に 1931 年 DeLLFus 　lま本群 の 吸 蟲 を研 究

し，
Looss が 模式種 と した ag．ciriiizは 11　73 年 IC　VAN 　BE．y ）］DEI

一
に よつ て 記載 され た眞 の a ．s・

・ci・・：ir‘ で はな く， そ の 後に 於 て VOX 　 I・IITs
’
roW に よ b “．　sei・iio．と し て 報告され た誤 れ る t・fi

−
nicgia

で ，v 、SIT　BENEDEN の 眞 の ascifi ・i・z は卵黄腺が 睾 丸の 前方 に位置 す る に 對 し，共．後 tl於 て 、
’
〔｝x

Llyh’TO “
一
，1舶 粥 ， 恥 HE 等に よ り ffgcid／i（e と して 記載された もの は何れ も卵黄腺が 睾丸の 後方

に分布 する こ と を指摘 し ， 依 つ て 前者 を以 て 尸鵬 温 r旋 ｝3‘♂洫 仁隅 な る 1 新騎 を設 け 、後者 は之

を 五 θ1溶 1己r」〔厂6η d ｝
・11・7n 　 tilL’

・
亡θ〜び　と した 。

　 ！1］1．｝ 年 F ．、u ∬ は生 餌直腔 に 刺棘 の ある吸 蟲を 見出 し之 に封 して ＝1　t・firttJi，fzi ，

・i・tCVb た る ユ新鵬

を設 け て 分離 した が 1：136 年 BIIALE 琳 o　lよ屬 ．伽 蹴 傭 卿 ゐ rこ於 て も亦 卵黄 腺が 睾丸 の 前 方 に

分布す る こ と及 び 生殖蛇 に 刺棘 の 存無 は之に よ つ て 屡 を新設 の 績恒 は な い と て ．1｛？／f．nihffi ，／’；lf，・7“t

を以 て P・，・osfhodc ・ndriu ・
｝］z・の synon ｝輯 と した 。133し1 年 山 口 左仲氏は邦産 キ ク ガ シ ラ カ ウ モ ワ

よ り　3 種 の i新吸蟲 　加 c蔽 o 面 ll翫 細 り］z ∫rLpo ）tieum 〜，」侃 祝 加 観 し1，Wl　 UITdt ，i］1，1）’
f
’
Osllho 〔，」enc ！）

卩1！‘｝”．

戸呼 脚 昭 を記載 し ，
以 て ．犠 激 舶 軸 ？昂

，
∫，

概 f1川 』8 紬
．i：cm の 兩甓 を容認 し て ゐ る。而 し て 前

記 L ．爵F 贈 C醐 尠 に於 て は生順 控 に 刺棘 を有 し，上1．卵 黄腺は 睾丸 の 後 方に 硫 して ゐ る。若 し

t 」侃 襯 御 加 ｝〜 を謬召め る なれ ば此種
’
D 所 騰が 菖

’
然 問題 と な つ て 來る 。最近 ］IA〔

’
Y は P7・r｝馳 ゴW ．

1〜ゴη ≧醗 ’＋
・fxv ：ssnsi，な る t禦蘓宦を發表 し て ゐ る が ，該種 に：於 て は卵 黄腺は罪 丸 と相 重 つ て ゐ て 巾

闇型 を見 る こ と が 出來 る。狸 33年 BROw ヨ は L ．　fl1ゐ1爾 蜘 b 跏 し の 發育 史を發衷 し て ゐ る．， こ 垣
’
し

は未た 完杢・で ない が本毬 の それ と極 め て よ く似て 居 る 。 而 して 該種 は生殖腔 に 刺棘 を有せ す ，

卵 黄腺 は睾丸 の 前方 に 在 つ て 狹義の J）・
，
．
ρ麟 雇 θ1繭

「ll侃 の 形 態を具 へ て ゐ る． こ れ 等 の 諸 點 よ

りして 余は 目下 の と こ ろ生殖腔に 刺棘 の あ る もの も無 い もの も ， 卵 黄腺が 睾丸 の 前方 に分 布

す る もの も，後方 に 位 置す る も の も ， 共 に之 を廣義 に於 ける LeCi：t1｝o（1・efwt／・riue ，b 屡 に 含め て 置 く

の が 安當で あ る と考 へ ろ次第で ， 分 類の 詳絅 に つ い て は 今しば らく種 の 檢索を行ふ と共 に 發

育 史の 研 究 を練 行 し，生態 や 發生 の 方面か ら分類 に 對す る檢討 を試み た い と恩 ふ、

　 9． 考　　察

　 蔦 33 年 BRO “
・
y． は英融に 於 て L．6届 θ蜘 川 〜川 わ の 發育史の 一

部 を發 表 し て ゐ る。皀卩第二 中
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澗 宿主 は ト ビ ケ ラ の 一種 P硬 1σα，熈 σ跏 函誌 で あ つ て そ の 胸部 に 多數の 被嚢幼蟲が寄 生 して

ゐ る。ア顔 ノ卿 斟 の 幼 生 中に は 多数 の 幼 吸蟲が 寄生 して 居 り， 大 蟄 1M93 を數 ふ る と。 しか

して そ の 大 部分が最後の 3笹 節中に 見 Fllされ る と い ふ 。余 は P1塑 g耀 1鳴 驕 は勿譌弛の 亜 々 の

ト ビ ケ ラ に つ き幼 生 及 成體 を檢査 したが 前記 ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ 以 外の もの か らは本種 は 勿論

他 の 何れ の 吸蟲 を も 見 出 して ゐ な い 。而 して ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ 幼生 巾 の 幼吸 蟲は非常 「こ多 く

185−3釦 で あ つ て ，
こ れ等 は各 節略甼均 に散荘 して 居 り， 最後 の 數 勤 こ特 に 多 い とい ふ 襟 な 事

實は 奎然な い 。 BI−；b“
・
x は 10−11 月 に於 て 約 10 ％ の 幼 吸蟲 は 穿刺棘 を有 し感染直後 の もの

と 思 はれ るが ，90％ は可な り發育 した もの で あ り之 が 翌年 翫 6 月の 候に 羽 化す る の で 此の 僅

か の 期階1に於 て カ ウ モ リ に 寄生 す る と云 つ て ゐ る e 併 し余 の 槻察で は 11 月頃 に なれ ば ヒ ゲ

ナ ガ 1・ピ ケ ラ の プく形 の 幼生 は そ の 數を減 じ ， 從つ て 寄生 頻度 も 著 しく低 下 して 居 る。 しか し

．
大形 の もの で も其 串の 幼愚は 著 しく減 じて 時 に 全 く見出 し得 ない こ と が 多い ． しか し尚羽化

しつ S あ る こ と本文記 載の 邁 1，で 此等 の 虫甬及 成體 内 の 被嚢數 に は減少が 見 られ ない 。徇 ユ2 月

に 羽 化 す る もの もあ の羽化 の 時期は頗 る長 い ．但 し感染可能 の 時期は 案外 に短 い の か も知れ

な い 。 こ れ は今後 の 調 査に 待 つ て 判 明す る聞題で あ るが 若 し本丈記載の 樣 に 多數 の 被嚢幼蟲

’
が か く長期 に 渉つ て 見出され ，こ れ が 皆感染す る と すれ ば 忽 ち に して 感 染過度 と な る で あ ら

うt
こ 尉 こ自然の 微妙 な調 篩作月1が あ る の で は あ るま い か 。BRoWx は幼昆蟲 を得た河川 に 棲

’
む 7 種 の 貝類 を畢 げ之等 の 中の 或 もの が 第

一中聞 宿主 を 梁す で あ らう と 云 つ て ゐ る 。余 の 第

一 巾間 宿室に 對す る考 察は本文 の 通 b で ある。BHOIvN に ょれ ば英國産 ヵ ウ モ リの 10 種中 9

種 ま で が 興逓 に該 吸 蟲 の 終結宿主 で あ る と。本邦で は本 種は キ ク ガ シ ラ ヵ ウ モ リに 特 有の や

う で あ るが ，
コ キ ク ガ シ ラ ヵ ウ モ リには寄生 し得 る と想、はれ る e

　 lo． 謝 　 　辭
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12． 挿 圖 読 明

第 1 踵 　ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ヲ 成 蟲 の 胸部 に 寄生 せ る 被 靉幼蟲

第 2 圖　同 上 顯 微鏡寫眞

第 3 岡 被羹幼 蟲 を ア プ ラ カ ウ モ リ に 試食せ しめ て 得た 幼若扱 蟲 〔試 食後 5 日 P．）
圓

圖

4
　「
0

第

第

第 f； 岡

同 上 後慌 部萎 縮 せ る も の

ヒ ゲ ナ ガ ト ビ ケ ラ 幼蟲 の 體腔 内 に 於 け る 幼若 吸 蟲

△．稍發育 せ る も の 　　　　且 　發育低 度 の も の

キ ク ガ シ ラ カ ウ モ リ よ V 得 た る 五描 み・d・融 ‘蜥 … ，at・t・n．鹹 熟蟲 （腹 面圜）

A 腹 吸 盤 ・ CP 陰莖靉・EXP 排 泄 口 ， EXV 排 泄Pt，　GP 生 殖 口
，
1 腸 ， ｛｝E 食 遣，⊂）S 口 吸

盤 ，ov 卵 巣 ，　PH 咽 硬 ，丁 鸚丸 ，
　u 子宮 ，

　v 卵 黄腺．
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